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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第127期

第2四半期連結
累計期間

第128期
第2四半期連結
累計期間

第127期

会計期間

自 平成28年
4月 1日

至 平成28年
9月30日

自 平成29年
4月 1日

至 平成29年
9月30日

自 平成28年
4月 1日

至 平成29年
3月31日

売上高 （百万円） 6,978 8,199 14,566

経常利益 （百万円） 859 1,766 2,086

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 580 1,230 1,422

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 326 1,391 1,494

純資産額 （百万円） 8,367 10,785 9,488

総資産額 （百万円） 17,053 18,328 17,539

1株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 24.65 52.24 60.41

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.5 55.9 51.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
(百万円） 784 773 2,085

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △322 △153 △303

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △412 △696 △1,475

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 2,439 2,713 2,773

 

回次
第127期

第2四半期連結
会計期間

第128期
第2四半期連結
会計期間

会計期間

自 平成28年
7月 1日

至 平成28年
9月30日

自 平成29年
7月 1日

至 平成29年
9月30日

1株当たり四半期純利益金額 （円） 11.08 28.80

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

 当第2四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第2四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

 当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が好調に推移し、雇用・所得環境の改善を背景に

個人消費も緩やかに持ち直しているなか、回復基調が鮮明となりました。

 一方、海外経済は総じて堅調に推移しているものの、地政学リスクの高まり、米国における保護主義的な政策

及び中国経済の成長鈍化など、景気の先行きは不透明な状況が続くものと考えられます。

 わが国の鉱工業生産は、輸出の回復や設備投資が堅調に推移したことなどにより上昇傾向となり、当社グルー

プにおきましても、工業炉分野及び自動車関連分野を中心に販売が好調となりました。

 このような環境のもと、当社グループは、高付加価値製品の開発、拡販及び製造コストの削減に努めました。

 その結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高81億99百万円（前年同期比17.5％増）、営業利益16億

95百万円（同78.4％増）、経常利益17億66百万円（同105.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益12億30

百万円（同112.0％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（断熱関連事業）

セラミックファイバー製品は、高付加価値のＲＣＦ（リフラクトリーセラミックファイバー）作業環境規制対

策品及び自動車関連製品の売上が好調でありました。

その結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は74億50百万円（前年同期比18.0％増）となりました。

 

（その他事業）

 機能性セラミックス製品の売上が前年同期を上回りました。環境緑化製品、建設関連資材につきましては概ね

横ばいとなりました。

 その結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は7億49百万円（前年同期比13.3％増）となりました。

 

(２) キャッシュ・フローの状況

 当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ60百万円減少し27億13百万円となりました。

 

営業活動によるキャッシュ・フロー

 当第2四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は7億73百万円（前年同四半期は7億84百万円

増加）となりました。増加の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益17億66百万円、減価償却費2億14百万円

などであります。減少の主な内訳は、売上債権の増加額7億92百万円、法人税等の支払額又は還付額3億65百万

円などであります。

 

投資活動によるキャッシュ・フロー

 当第2四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は1億53百万円（前年同四半期は3億22百万円

減少）となりました。増加の主な内訳は、定期預金の払戻による収入など5百万円であります。減少の主な内

訳は、有形固定資産の取得による支出1億81百万円などであります。

 

財務活動によるキャッシュ・フロー

 当第2四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は6億96百万円（前年同四半期は4億12百万円

減少）となりました。増加の主な内訳は、長期借入れによる収入8億円などであります。減少の主な内訳は、

短期借入金の純増減額8億55百万円、長期借入金の返済による支出4億84百万円などであります。

EDINET提出書類

イソライト工業株式会社(E01145)

四半期報告書

 3/19



(３) 経営方針・経営戦略等

当第2四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(５) 研究開発活動

当第2四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1億63百万円であります。

なお、当第2四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,259,000

計 51,259,000

 

②【発行済株式】

種類
第2四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,606,573 23,606,573
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 23,606,573 23,606,573 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 

 平成29年7月1日～

 平成29年9月30日

 

－ 23,606 － 3,196 － 904
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（６）【大株主の状況】

  平成29年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

品川リフラクトリーズ株式会社 東京都千代田区大手町二丁目2番1号 12,919 54.72

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目8番11号 1,343 5.68

ニチアス株式会社 東京都中央区八丁堀一丁目6番1号 1,010 4.27

J.P.MORGAN SECURITIES PLC FOR

AND ON BEHALF OF ITS CLIENTS

JPMSP RE CLIENT ASSETS-SETT

ACCT

(常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

25 BANK STREET, CANARY WHARF LONDON

E14 5JP UK

(東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

424 1.79

J.P.MORGAN SECURITIES PLC FOR

AND ON BEHALF OF ITS CLIENTS

JPMSP RE CLIENT ASSETS-SEGR

ACCT

(常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

25 BANK STREET, CANARY WHARF LONDON

E14 5JP UK

(東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

365 1.54

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC

ISG (FE-AC)

(常任代理人　株式会社三菱東京

UFJ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

(東京都千代田区丸の内二丁目7番1号）

309 1.31

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目9番 297 1.26

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

(常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB U. K.

(東京都港区六本木六丁目10番1号 六本木

ヒルズ森タワー）

264 1.12

DEUTSCHE BANK AG LONDON GPF

CLIENT OMNI - FULL TAX 613　　

(常任代理人　ドイツ証券株式会

社）

TAUNUSANLAGE 12, D-60325 FRANKFURT AM

MAIN, FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY　　

(東京都千代田区永田町二丁目11番1号 山

王パークタワー）

226 0.96

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 215 0.91

計 － 17,376 73.60

（注）１ 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社1,343千株で

あります。

２ 平成29年9月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、大和証券投資信託委託株式会社が平

成29年9月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第2四半期会計期間末

現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　 なお、その大量保有報告書の内容は以下の通りであります。

 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合
（％）

大和証券投資信託委託株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目9番1号 1,205 5.10
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年9月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 55,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,547,200 235,472 －

単元未満株式 普通株式 3,973 － －

発行済株式総数 23,606,573 － －

総株主の議決権 － 235,472 －

 

②【自己株式等】

平成29年9月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

イソライト工業株式会社

大阪市北区中之島

三丁目3番23号
55,400  － 55,400 0.23

計 － 55,400  － 55,400 0.23

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2四半期連結会計期間（平成29年7月1日から平成29

年9月30日まで）および第2四半期連結累計期間（平成29年4月1日から平成29年9月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(平成29年9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,823 2,758

受取手形及び売掛金 4,608 ※３ 5,412

商品及び製品 1,660 1,577

仕掛品 245 235

原材料及び貯蔵品 503 473

繰延税金資産 166 164

その他 322 354

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 10,327 10,971

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,450 1,406

機械装置及び運搬具（純額） 1,184 1,141

土地 2,179 2,184

その他（純額） 185 254

有形固定資産合計 4,999 4,986

無形固定資産 138 131

投資その他の資産   

投資有価証券 1,244 1,419

繰延税金資産 77 85

その他 866 840

貸倒引当金 △115 △106

投資その他の資産合計 2,073 2,239

固定資産合計 7,211 7,357

資産合計 17,539 18,328
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(平成29年9月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,522 ※３ 1,569

短期借入金 2,729 1,882

1年内償還予定の社債 40 －

未払法人税等 305 438

賞与引当金 317 282

その他の引当金 － 1

その他 868 763

流動負債合計 5,783 4,937

固定負債   

長期借入金 1,090 1,395

その他の引当金 75 55

退職給付に係る負債 605 623

その他 495 531

固定負債合計 2,267 2,605

負債合計 8,051 7,543

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,254 2,254

利益剰余金 3,429 4,565

自己株式 △10 △11

株主資本合計 8,869 10,005

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 338 454

為替換算調整勘定 △217 △203

退職給付に係る調整累計額 △5 △16

その他の包括利益累計額合計 115 234

非支配株主持分 503 544

純資産合計 9,488 10,785

負債純資産合計 17,539 18,328
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第2四半期連結累計期間
(自　平成28年4月 1日
　至　平成28年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成29年4月 1日
　至　平成29年9月30日)

売上高 6,978 8,199

売上原価 4,426 4,845

売上総利益 2,551 3,354

販売費及び一般管理費 ※ 1,601 ※ 1,659

営業利益 950 1,695

営業外収益   

受取利息 6 7

受取配当金 18 21

受取賃貸料 7 6

持分法による投資利益 13 50

為替差益 － 8

その他 23 19

営業外収益合計 69 114

営業外費用   

支払利息 25 15

休止固定資産減価償却費 11 9

為替差損 100 －

その他 23 17

営業外費用合計 160 42

経常利益 859 1,766

税金等調整前四半期純利益 859 1,766

法人税、住民税及び事業税 251 503

法人税等調整額 11 △5

法人税等合計 262 498

四半期純利益 596 1,268

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 38

親会社株主に帰属する四半期純利益 580 1,230

 

EDINET提出書類

イソライト工業株式会社(E01145)

四半期報告書

11/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第2四半期連結累計期間
(自　平成28年4月 1日
　至　平成28年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成29年4月 1日
　至　平成29年9月30日)

四半期純利益 596 1,268

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 87 116

為替換算調整勘定 △310 12

退職給付に係る調整額 △7 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 △39 3

その他の包括利益合計 △270 123

四半期包括利益 326 1,391

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 384 1,350

非支配株主に係る四半期包括利益 △57 41
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第2四半期連結累計期間
(自　平成28年4月 1日
　至　平成28年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成29年4月 1日
　至　平成29年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 859 1,766

減価償却費 218 214

引当金の増減額（△は減少） △29 △60

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24 2

受取利息及び受取配当金 △24 △29

支払利息 25 15

持分法による投資損益（△は益） △13 △50

売上債権の増減額（△は増加） △208 △792

たな卸資産の増減額（△は増加） 31 128

仕入債務の増減額（△は減少） 201 17

その他 82 △116

小計 1,116 1,096

利息及び配当金の受取額 53 57

利息の支払額 △29 △15

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △354 △365

営業活動によるキャッシュ・フロー 784 773

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △159 －

定期預金の払戻による収入 5 5

有形固定資産の取得による支出 △170 △181

有形固定資産の売却による収入 9 －

その他 △7 23

投資活動によるキャッシュ・フロー △322 △153

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △800 △855

長期借入れによる収入 1,024 800

長期借入金の返済による支出 △429 △484

社債の償還による支出 △90 △40

配当金の支払額 △70 △94

非支配株主への配当金の支払額 △23 －

その他 △22 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー △412 △696

現金及び現金同等物に係る換算差額 △174 15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124 △60

現金及び現金同等物の期首残高 2,564 2,773

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,439 ※ 2,713
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１ 保証債務

 次の関係会社について、金融機関からの借入れに対し債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成29年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(平成29年9月30日)

Foster Engineering Pte.Ltd. 80百万円 41百万円

 

２ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年3月31日）
当第2四半期連結会計期間
（平成29年9月30日）

受取手形裏書譲渡高 27百万円 11百万円

 

 ※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

       なお、当第2四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成29年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(平成29年9月30日)

受取手形 －百万円 283百万円

支払手形 － 37

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 
前第2四半期連結累計期間
（自 平成28年4月 1日
　　至 平成28年9月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 平成29年4月 1日
　　至 平成29年9月30日）

従業員給料賃金 414百万円 435百万円

役員報酬 73 76

運送保管費 345 355

減価償却費 20 20

賞与引当金繰入額 107 120

役員退職慰労引当金繰入額 4 3

退職給付費用 11 13

研究開発費 162 163

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第2四半期連結累計期間
（自 平成28年4月 1日
至 平成28年9月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 平成29年4月 1日
至 平成29年9月30日）

現金及び預金勘定 2,644百万円 2,758百万円

預入期間が3か月を超える定期預金 △204 △45

現金及び現金同等物 2,439 2,713
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日）

 １.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成28年6月28日

 定時株主総会
普通株式 70 3.00 平成28年3月31日 平成28年6月29日 利益剰余金

 

 ２.基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円)
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成28年11月2日

 取締役会
普通株式 47 2.00 平成28年9月30日 平成28年12月2日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日 至 平成29年9月30日）

 １.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成29年6月28日

 定時株主総会
普通株式 94 4.00 平成29年3月31日 平成29年6月29日 利益剰余金

 

 ２.基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円)
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成29年11月2日

 取締役会
普通株式 94 4.00 平成29年9月30日 平成29年12月1日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 断熱関連事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 6,315 6,315 661 6,977 1 6,978

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 5 5 △5 －

計 6,315 6,315 667 6,982 △4 6,978

セグメント利益 903 903 45 948 1 950

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境緑化事業、建材事

  業等を含んでおります。

２ 外部顧客への売上高の調整額1百万円は、持分法適用会社に係る調整であります。

  セグメント利益の調整額1百万円は、持分法適用会社に係る調整及びセグメント間取引でありま

す。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日 至 平成29年9月30日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 断熱関連事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 7,450 7,450 749 8,200 △0 8,199

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 11 11 △11 －

計 7,450 7,450 761 8,211 △12 8,199

セグメント利益 1,613 1,613 82 1,696 △0 1,695

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境緑化事業、建材事

  業等を含んでおります。

２ 外部顧客への売上高の調整額△0百万円は、持分法適用会社に係る調整であります。

  セグメント利益の調整額△0百万円は、持分法適用会社に係る調整及びセグメント間取引でありま

す。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

 金融商品については、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

 有価証券については、企業集団の事業の運営において重要なものではないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

 デリバティブ取引については、企業集団の事業の運営において重要なものではないため、記載を省略しておりま

す。

 

（1株当たり情報）

 1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第2四半期連結累計期間
（自 平成28年4月 1日
至 平成28年9月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 平成29年4月 1日
至 平成29年9月30日）

1株当たり四半期純利益金額 24.65円 52.24円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（百万円）
580 1,230

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する　　　　

四半期純利益金額（百万円）
580 1,230

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,551 23,551

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成29年11月2日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当の総額……………………………………………94百万円

（ロ）1株当たりの金額…………………………………… 4.00円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成29年12月1日

（注）平成29年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 
 平成29年11月10日

イソライト工業株式会社  

 取締役会 御中  
 

 有限責任 あずさ監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 浅 野   豊     印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 芦 川   弘     印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイソライト工業

株式会社の平成29年4月1日から平成30年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成29年7月1日から平

成29年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成29年4月1日から平成29年9月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イソライト工業株式会社及び連結子会社の平成29年9月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以   上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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